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巿の 中心 を距る こと 遠き 公園の 人気 少き道 を 男女 

しょ 1 つよう 

逍遥 す。 

女。 そこで これ 切りお しまいに いたしましょう ね。 

まあ、 お 互に 成 行に 任せた 方が 一 番 よろし ゆう ござい 

ますから ね。 つまり そうした 時が 来ました のです わ。 

さあ、 お別れに この 手に キス をなさい まし。 これから 

はまた ただのお 友達で) J ざいます よ。 

男。 さよう。 どうも 思 召 通りに する より 外 ありませ 

ん。 

女。 ともかくもお 互の 間に 愉快な、 わ だか まりの 無 

い 記念 だけ は 残って いると 云う もので ございま すね。 



二人 は 惚れ 合って いました。 キス をし ました。 厭き ま 

した。 そこでお さらばと 云う わけで ございます からね。 

男。 いかにも おっしゃる 通りです。 (女の手に 接吻 

す。) 

女。 そこで わたくし はこの 道 を 右に 参りましょう。 

あなた は 少しの 間 ここに 立 つ て 待って いら つし やって、 

それから 左の 方へ おいでなさい まし。 せっかく お別れ 

をいた す 日に なって、 宅に でも 見附 けられる と、 詰ま 

リ ません からね。 

男。 いかさま。 そんなら これで。 

(二人ともな お立ち止まり いる。) 



しょう。 ブダペストへ 参って から も、 わたくし は あな 

た と 御 交際 を 続け て 行き まし た 時 も、 まだ 御主人が ど 

んな方 だか 知らなかった のです ね。 

男。 そのころ ある 日の 事です が、 あなた はわた くし 

に 写真 を 一 枚お 見せに なり ましたね。 それが すばらし 

い 好男子だった のです。 あなたの おっしゃ るに は、 「こ 

れが、 わたくしの 夫です から、 よく 見て おおきなさい」 

と 云う ことでした。 わたくし は 仰せの 通りよ く 拝見し 

ました。 その 写真の 男 は Dorian Gray と 云う 青年 は 

あんなだった かと 思う ほど 美しくて、 Edward 七 世 は 



しも 自分が かなり 風采の 好い 男 だと は 思って いました。 

しかし まあ 世間 普通の 好男子で すね。 世間で おめかし 

をした Adonis なんどと 云う 性で、 娘 子の 好く 青年 士 

官ゃ、 服屋の 見本に かいて ある 男に ある 顔な のです。 

そこで わたくし は 非常に 反抗 心 を 起した のです。 どう 

にかして 本当の 好男子に なろうと したので すね。 

女。 それ はわた くしに 分かって いました の。 

男。 夜 寝られな いと、 わたくし は 夜 どお しこんな 事 

を 思って いました。 あんな 亭主 を 持って いる あなたが 

わたくし をなん にな さるの だろうと 云う のです。 それ 

から もしゃ 御 亭主が 馬瘗 では あるまい かと 思 つ てみ ま 



男。 でも 手紙 を 一本 落しな すった ばかりで、 せっか 

くの 趣向が こわれて しまった じゃありません か。 手紙 

を 拾った 翌日 あなたの 御 亭主の 正体が 分かる。 あなた 

うそ 

の譃が 分かる。 そこで わたくし は 無駄骨 を 折らなくて 

もい い 事になる。 あんな 御 亭主に 比べて 見れば、 わた 

くし は 鬚ぐ らい 剃らずに いたって、 十 割 も 男が 好い わ 

けです からね。 そこで わたくし は 段々 身 だしな み をし 

なくなる。 焼餅 も 焼かなくなる。 恋が 褪め 掛かる。 と 

うとう 恋 も 何も 無くなつ たと 云う わけです ね。 あの 時 

手紙なん ぞを お落しな さらなかったら、 わたくし は 

きょうだ つ てま だ あなたに 11 れ ている だろうと 思う の 



けしき 

です。 (勝ち誇り たる 気色に て 女 を 見る。) 

女。 (小声に て。) そんなら あなた はわた くしの よう 

な 性の 女が 手紙 を 落す つもりでなくて 落す もの だとお 

思いな さるの。 

男。 なんです と。 

女。 夫 を 持って いて 色 をしょう と 云う 女に、 手紙の 

始末 ぐら い が 出来な いもので ございま しょうか。 あな 

たのお 考えな さるよう に、 わたくしが やたらむ しょう 

に 手紙 を 落しなん かしょう ものなら、 わたくしもう 

疾 つくに 頸の 骨 を 折つ てし まう はずで は) J ざいます ま 

ヽゝ o 

レ 力 



男。 なんです と。 そんなら あなた はわ ざと あの 手紙 

を 落した とおつ しゃる のです か。 

女。 それ は 知れた 事 じ や ございま せんか。 

男。 (呆れて。) そんなら なんの ためにお 落しな すつ 

たのです。 

女。 それ も あなたに は 知れて いる はず じ や ございま 

せんか。 あなたに 宅の 主人 をお 目に 掛けて、 あなたの 

恋をさまして お上げ 申した のです わ。 

男。 それが なんになる のです か。 

女。 それ はわた くし 悲劇が 嫌 だからで ございま すの。 

ちょうど いい 時節が 来たので、 手紙 を 落します。 する 



と あなたが 段々 わたくしに 構わない ようにお なりな さ 

うち 

る。 そこで 平和の 中に お別れが 出来る と 云う もの じ や 

ございま せんか。 

男。 しかし なぜ わたくしの 恋をさ まさなくて はなら 

ない のです か。 

女。 それで ございま すか。 それ はわた くしが もうあ 

の 写真 を 外の 人に 見せた からで ございま すの。 ね、 お 

分かりに なりました でしよう。 男の 方と 云う もの は、 

写真 一 枚と 手紙 一 本と で 勝手に 扱う ことが 出来ます の。 

男心と 云う もの はそう した もので ございます からね。 

Maupassant が notre coeur と 申した、 その 男心で ご 



ざいます ね。 (男の 呆れて 立ち竦み いる を あとに 残し 

置き、 女 は 平気に て 歩み 去る。) 
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